
氏名 渡辺　晃宏

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目
・史学演習Ⅰ（在宅特別スクーリング）
・卒論指導

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・美術部顧問

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

・文化庁文化審議会文化財分科会第一専門調査会専門委員
・人間文化研究機構総合情報発信センター推進評議会委員
・福岡市史編集委員会古代専門部会委員
・高知県南国市教育委員会土佐国分寺跡調査指導委員会委員
・木簡学会委員（副会長）
・京都橘大学非常勤講師（後期）
・独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所客員研究員
・法隆寺史編纂委員
・石山寺文化財綜合調査団団員

東京大学大学院人文科学研究科国史学専門課程博士課程単位取得退学

文学修士

日本古代史

最終学歴

　【研究上の特記事項】

・日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（Ａ）「平城宮・京跡出土木簡とその歴史環境のグ
ローバル資源化」（2018年度―2021年度）の研究代表者
・日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（Ｓ）木簡等の研究資源オープンデータ化を通じた
参加誘発型研究スキーム確立による知の展開」（2018年度―2022年度）の研究分担者（研究代表
者：奈良文化財研究所・馬場基）

令　和　３　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

木簡学会

日本古代律令制と出土文字資料研究

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・文献史学（日本史）演習Ⅲ(一)
・文献史学（日本史）演習Ⅳ(一)

授業科目

学部担当科目

・史学研究法
・史料研究Ⅰ(二)
・日本史特殊講義Ⅱ
・史料講読Ⅰ(一)
・史料講読Ⅱ(一)
・史料講読Ⅲ(一)　・日本史講読Ⅱ(一)
・史料講読Ⅳ(一)　・日本史講読Ⅱ(一)
・史学演習Ⅰ(一)　・史学演習Ⅲ(一)
・史学演習Ⅱ(一)　・史学演習Ⅳ(一)
・史学演習Ⅰ(二)　・史学演習Ⅲ(二)
・史学演習Ⅱ(二)　・史学演習Ⅳ(二)



共著

単著

単著

単著

単著

単独
発表

2021年12月

韓国慶北大学校人文
学術院H K + 事業団
第４回国際学術大会報
告集『木から紙へ 書写
媒体の変化と古代東ア
ジア』

「木から紙へ 書写媒体
の変化と古代東アジ
ア」（韓国慶北大学校
人文学術院H K + 事
業団　第４回国際学術
大会）（招待講演）（国
際学会）

奈良文化財研究所2022年3月

奈良文化財研究所『平
城宮・京出土木簡とそ
の歴史環境のグローバ
ル資源化』所収

奈良文化財研究所『平
城宮・京出土木簡とそ
の歴史環境のグローバ
ル資源化』所収

奈良文化財研究所『平
城宮・京出土木簡とそ
の歴史環境のグローバ
ル資源化』所収

2022年3月

2022年3月

2022年3月

2021年12月

平城京に関する史料を綱文を付した上
で編年順に並べた資料集。pp.105-279

平城京に共住したことが史料上確認で
きる人々を一覧する資料集。pp.281-
303

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①『平城宮・京出土木簡とその
歴史環境のグローバル資源化』
（課題番号18H03597　2018（平
成30）年度～2021（令和3）年度
科学研究費補助金基盤研究
（A）研究成果報告書）

日本古代の木簡の廃棄と再利用の実
態について、実例に基づいて論じ、日
本木簡の特性を解明するもの。

文化財総覧WebGISシステムによる地理
情報を付加した木簡・墨書土器など出
土遺物・遺構のデータベース構築に関
する報告。pp.11-20

①「平城京編年史料集成(稿)」

②「平城京居住者一覧(稿)」

②

③

④「日本古代木簡の廃棄と再利
用」

科研費基盤研究(A)による研究の成果
報告書。総論、論考編、資料編の3部
構成で、総頁は312頁。

③「文化財総覧WebGISシステ
ムによる地理情報を付加した木
簡・墨書土器など出土遺物・遺
構のデータベース化」

日本古代の木簡の廃棄と再利用の実
態について、実例に基づいて論じ、日
本木簡の特性を解明する報告の予稿
集。pp.609-628

（学会発表）

②

⑤

①「日本古代木簡の廃棄と再利
用」

③



Web
講演

講演

奈良大学WEB令和館
講座2021年度2

第39回せいぶ市民カ
レッジ 奈良大学文化
講座「飛鳥」

2021年9月

2021年8月

”地下の正倉院”とも称される、奈良時
代の資料の宝庫・平城宮跡について、
発掘調査の成果を踏まえ、木簡も取り
上げながら、その変遷と奈良時代の歴
史的流れを解説するもの。

日本木簡の特徴を概観したうえで、そ
の使用開始について、飛鳥池遺跡・石
神遺跡・飛鳥宮跡などから出土した木
簡と出土遺構を紹介し論じるもの。

①「地下の正倉院－平城宮跡と
その時代」

③

（その他）

②「日本の木簡とそのはじまり
―飛鳥時代の木簡―」


